
シルバー人材センターに業務を発注する企業、家庭、官公庁などの皆さまへ

シルバー人材センターのご案内
シルバー人材センターで働く高齢者の就業日数などの上限や、
請負、委任、派遣、職業紹介といった高齢者の就業形態別の
業務の実施方法などをご紹介します。

目　　次

用語の解説� ２
１　シルバー人材センターとは？� ２. ３
２　シルバー人材センターで働く高齢者の就業日数、就業時間� ４
３　シルバー人材センターで働く高齢者の就業形態
　⑴　請負� ４
　⑵　委任� ５
　⑶　派遣� ５
　⑷　職業紹介� ６
　⑸　就業形態別の主な相違点� ６
　⑹　就業形態別の主な業務例� ７
　⑺　業務別の留意事項� ７

発注者さま用パンフレット



ー 2ー

シルバー
人材センター

高年齢者等の雇用の安定等に関する法律第44条の指定を受けたシルバー人材センター連合
およびシルバー人材センター連合の会員のシルバー人材センターをいいます。本ガイドライ
ンでは、シルバー人材センター連合とシルバー人材センターを区別せずに、シルバー人材セン
ターと称します。

会員 シルバー人材センターに入会し、就業機会の提供を受けることを希望する高齢者をいいます。

発注者 シルバー人材センターに、業務を発注する企業、家庭、官公庁などをいいます。

請負 当事者の一方がある仕事を完成することを約し、相手方がその仕事の結果に対してその報酬
を支払うことを約して行う行為をいいます。

委任 当事者の一方が事務をすることを相手方に委任し、相手方がこれを承諾して行う行為をいい
ます。

派遣 自己の雇用する労働者を、その雇用関係のもとに、かつ、他人の指揮命令を受けて、その他人の
ために労働に従事させることをいいます。

職業紹介 求人および求職の申し込みを受け、求人者と求職者との間における雇用関係の成立をあっせ
んすることをいいます。

料金 発注者が、シルバー人材センターに、請負、委任、派遣の対価として支払う報酬、職業紹介の手
数料をいいます。

配分金 シルバー人材センターが、会員に、請負、委任の対価として支払う報酬をいいます。

賃金 シルバー人材センターが、会員に、派遣の対価として支払う報酬、職業紹介を受け会員を雇用
した発注者が労働の対価として支払う報酬をいいます。

用語の解説

１　シルバー人材センターとは？①

◦�シルバー人材センターは、高齢者に働く機会を提供し、高齢者の生きがいの充実や生活の安定、地域社会の
発展や現役世代の下支えなどを推進することを目指しています。
◦シルバー人材センターは、企業、家庭、官公庁などから業務を受注し、高齢者に働く場として提供しています。
◦�シルバー人材センターは､高年齢者等の雇用の安定等に関する法律に基づき､都道府県知事が指定しています。

○シルバー人材センターの目的
　（高齢者の生活の充実）
　　◦�高齢者の生きがいの充実、健康維持
　　　�高齢者に働く機会を提供し、生きがいの充

実や健康の維持・増進を図る
　　◦��高齢者の生活の安定
　　　�高齢者に働く機会を提供し、高齢者の経済

的な生活の安定を図る
　（地域社会への貢献）
　　◦地域社会の維持・発展
　　　�高齢者が地域社会の担い手として働くこと

を通じて、地域社会の維持・発展を図る
　　◦現役世代の下支え
　　　�育児・介護などの現役世代を支える分野で

高齢者が働くことを通じて、現役世代の活
躍を推進する

　　◦企業などの人手不足の解消
　　　�サービス業などの人手不足分野で高齢者が

働くことを通じて、企業などの人手不足を
解消する

○シルバー人材センターの仕組み

シルバー人材センター 企業､ 家庭､ 官公庁など
（発注者さま）

❹料金支払い

❶業務の発注

＊職業紹介により業務を遂行する場合、賃金は発注者が会員へ支払います。

原則60歳以上の高齢者
（シルバー人材センター会員）

❺配分金・賃金支払い＊

❷業務遂行の依頼 請負､ 委任､
派遣､ 職業紹
介により実施

❸業務遂行
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いわゆる「フリーランス法」の施行とシルバー人材センター
（新たな契約方法への移行を進めています）

１　シルバー人材センターとは？②（包括的契約の場合）

◦�シルバー人材センターは、企業、家庭、官公庁など（本来の発注者）から業務の依頼を受け、利用契約の下、業務に
従事する会員の就業条件等を調整するとともに条件に適合する会員を選定します。（仕事と会員のマッチング）
◦�業務委託関係は、本来の発注者と業務を実施する会員との間で成立します。会員の就業形態は「請負」または「委
任」であり、それぞれ留意事項等はＰ４～Ｐ５の記載内容と共通です。
◦�業務委託料（会員の報酬）の支払、トラブル発生時等については、従来の契約形態における場合と同様、シルバー
人材センターが本来の発注者と会員の間に入って対応します。

○包括的契約関係におけるシルバー人材センターのイメージ

シルバー人材センター 企業、家庭、官公庁など（発注者さま）
❺料金支払い

❶業務の依頼

❷利用契約の締結

❻報酬（業務委託料）の支払い

❸業務遂行の依頼 ❹請負、委任の形態により
　業務を遂行

臨時的かつ短期的または軽易な就業
を希望する原則60歳以上の高齢者（会員）

業
務
委
託
契
約
関
係

　令和6年11月1日から、「特定受託事業者に係る取引の適正化等に関する法律」（いわゆる「フリーランス法」）が施行され
ています。この法律は、わが国で働き方の多様化が進展している現状を踏まえて、個人である事業者（フリーランス）が安定し
て業務に従事できるよう、フリーランスに業務を委託する事業者に対して、禁止事項や配慮義務を課すものです。基本的にシルバー
人材センターの会員もフリーランス（個人事業者）に該当します。
　ところで、シルバー人材センターの会員が請負または委任の形態で就業する場合、従来は、会員にとっての発注者は常にシルバー
人材センターでした。シルバー人材センターは、企業等から業務を受託し、それを会員に再委託するという、いわゆる２段階契
約の仕組みになっていたためです。当然、フリーランス法も、直接の発注者であるシルバー人材センターに適用されます。

　しかしながら、シルバー人材センターの場合は通常の再委託とは異なり、就業する会員の業務内容や就業条件をセンターが自
ら決定する仕組みになっていません。業務内容や就業条件の大部分を決定するのは、シルバー人材センターに業務を委託する発
注者（本来の発注者）です。そうであれば、フリーランス法の趣旨を踏まえると、今後は本来の発注者が、「フリーランスを使用
して事業を行っている立場」であることを認識し、法が定める禁止事項や配慮義務等を順守することが望ましいと言えます。
　このため、厚生労働省では、本来の発注者にフリーランス法が適用され、かつシルバー人材センターも本来の発注者と会員の
関係に関与してサポートする形となるよう、シルバー人材センターにおける契約の仕組みを見直す方針を示しました。簡潔に言
うと、発注者・シルバー人材センター・会員の三者による「包括的契約関係」となります。
　現在、各シルバー人材センターでは、順次新たな契約方法への移行を進めていますが、当分の間は新旧の契約方法が混在する
こととなります。このため、本ガイドラインにおいては、両方の契約方法について解説しています。

業務委託① 業務委託②

フリーランス法の適用

《従来の仕組み》
本 来 の
発 注 者

シ ル バ ー
人 材 セ ン タ ー

会 員
（フリーランス）
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３　シルバー人材センターで働く高齢者の就業形態

２　シルバー人材センターで働く高齢者の就業日数、就業時間

◦�シルバー人材センターが、発注者から業務を受注し、その業務を会員に請負わせる方法により行う形態です。
◦�シルバー人材センターは、発注者と業務の完成を目的とした請負契約を締結し、その業務の完成を目的とし
た請負契約を会員と締結して、業務を実施します。
◦�会員は請負った業務を自らの裁量で完成させるため、発注者は会員に指揮命令できません。

◦��シルバー人材センターが会員に提供する業務は、臨時的かつ短期的または軽易な業務であり、シルバー人材セ
ンターで働く高齢者の就業日数と就業時間は、おおむね月10日以内、または、おおむね週20時間をこえない範
囲となります。
◦�このため、シルバー人材センターでの働き方は、現役世代の労働者などが１人で行う業務を、複数の高齢者が時
間や日にちで分担して行う方法（ローテーション就業）が基本となります。

○発注者、シルバー人材センター、会員の関係

シルバー人材センター 発注者さま（企業、家庭、官公庁など）
❹料金支払い

❶請負契約

会員

❺配分金支払

❷請負契約

○シルバー人材センターで働く高齢者の日数、時間の上限

日数の上限 おおむね月10日程度以内

時間の上限 おおむね週20時間をこえないことを目安

＊１�　上記の日数、時間の上限は、おおむねの目安のため、会員は一時的に上記の上限を超えて就業するこ
とができますが、恒常的に上記の上限を超えて就業することはできません。

（認められる場合の例）　　�スーパーマーケットでの品出しなど、派遣で働く会員（週の所定労働時間18時
間）が、特売日やイベントが多い特定の月に、上限（週20時間）を超えて就業する
場合

（認められない場合の例）   �庭木の剪定など、請負で働く会員が、恒常的に上限（月10日）を超えて就業する
場合

＊２�　平成28年４月より、都道府県知事が必要と判断した場合に、特例として、派遣と職業紹介に限り、高
齢者が週40時間まで働くことができるようになりました。適用状況はシルバー人材センターごとに異
なりますので、詳細は最寄りのシルバー人材センターにお尋ねください。

⑴　請負

指揮命令 ×
発注者は会員に指揮命令できません

❸業務遂行
　（仕事の完成）
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◦シルバー人材センターが、発注者から業務を受注し、その業務を会員に委任する方法により行う形態です。
◦�シルバー人材センターは、発注者と事務の実施を目的とした委任契約を締結し、その事務の実施を目的とし
た委任契約を会員と締結して、業務を実施します。
◦会員は委任を受けた事務の実施を自らの裁量で行うため、発注者は会員に指揮命令できません。

◦�シルバー人材センターが、発注者から業務を受注し、会員を発注者の事業所などに派遣する方法により業務
を行う形態です。
◦�シルバー人材センターは、発注者と労働者派遣契約、会員と雇用契約を締結して、会員を発注者の事業所な
どに派遣します。
◦会員が発注者の指揮命令を受けて働くことが目的となりますので、発注者は会員に指揮命令できます。

⑵　委任

⑶　派遣

○発注者、シルバー人材センター、会員の関係

○発注者、シルバー人材センター、会員の関係

シルバー人材センター

シルバー人材センター
（派遣元事業主）

発注者さま（企業、家庭、官公庁など）

発注者さま（企業、官公庁など）
（派遣先企業）

❹料金支払い

❹料金支払い

❶委任契約

❶派遣契約

会員

会員（派遣労働者）

❺配分金支払

❺賃金支払

❷委任契約

❷雇用契約

指揮命令 ×

❸指揮命令

発注者は会員に指揮命令できません

❸業務の遂行

❸労働
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◦�シルバー人材センターが、会員など（＊）を発注者に職業紹介し、発注者が職業紹介された会員を雇用して
業務を行う形態です。
◦シルバー人材センターは、発注者、会員などから求人、求職申込を受け、会員などを発注者に職業紹介します。

⑷　職業紹介

○発注者、シルバー人材センター、会員などの関係

シルバー人材センター 発注者さま（企業、官公庁など）
❻紹介手数料支払

❶求人申込

会員

❷職業紹介

❶求職申込

❸雇用契約

❹労働
❹指揮命令
❺賃金支払

＊会員および会員以外の高齢者。職業紹介は会員以外の地域の高齢者も対象としています。

⑸　就業形態別の主な相違点

請　負 委　任 派　遣 職業紹介

目　的
会員が業務を完
成させること

会員が業務を実
施すること（業
務の完成は目的
でない）

会員が発注者の
指揮命令に従い
労働すること

会員などが発注
者の指揮命令に
従い、労働する
こと

会員の雇用
会員は雇用され
ない

会員は雇用され
ない

シルバー人材セ
ンターが会員を
雇用する

発注者が会員な
どを雇用する

指揮命令

会員は請負った
業務を自らの裁
量で完成させる
ため、 発注者は
会員に指揮命令
できない

会員は委任され
た業務を自らの
裁量で処理する
ため、発注者は
会員に指揮命令
できない

発注者は会員に
指揮命令できる

発注者は会員な
どに指揮命令で
きる
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◦�送迎バスなどの運転業務
　�　利用者の都合などにより運転ルートを変更する場合に、会員が発注者から指示を受け、会員と発注
者の間に指揮命令関係が生じる場合などがあるため、請負、委任ではなく派遣、職業紹介により行う
必要があります。

◦スーパー、ホームセンターなどの店内業務（レジ打ち、品出し、惣菜調理、パック詰めなど）
　�　会員と店舗の職員（発注者）が混在して業務を行い、会員が発注者から指示を受け、会員と発注者
の間に指揮命令関係が生じる場合などがあるため、請負、委任ではなく派遣、職業紹介により行う必
要があります。

◦�保育施設での補助業務（園児の受け入れ・引き渡し、保育士補助など）、介護施設での補
助業務（食事の配膳、入浴準備、職員補助など）

　�　会員と施設の職員（発注者）との間に指揮命令が生じるため、請負、委任ではなく、派遣、職業紹
介により行う必要があります。

＊�上記以外の業務においても、会員と発注者との間に指揮命令関係が生じる場合は、請負、委任ではなく、
派遣、職業紹介により行う必要があります。

⑹　就業形態別の主な業務例

請　負 仕事の完成を目的とする業務
（清掃、除草、植木の剪定、宛名書き、障子・ふすま張りなど）

委　任 仕事の完成ではなく仕事の実施を目的とし、発注者の指揮命令が必要ない業務
（観光ガイド、高齢者の見守り、話相手、留守番など）

派　遣
発注者の指揮命令が必要な業務（＊1）
（デイサービス利用者の送迎などの自動車運転、スーパーマーケットでの品出し、調理､
介護補助、保育補助など）

職業紹介 発注者の指揮命令が必要な業務（＊1）
（業務例は派遣と同じ）

＊１�　派遣と職業紹介は、ともに発注者の指揮命令が必要な業務に対応するものですが、発注者が自ら勤怠
管理などを行いながら会員を業務に従事させたい場合、職業紹介により対応し、シルバー人材センター
が勤怠管理などを行う会員を業務に従事させたい場合、派遣により対応することとなります。

＊２　派遣で、港湾運送業務、建設業務、警備業務、病院などにおける医療関連業務などは行えません。

⑺　業務別の留意事項



〈あなたのまちのシルバー人材センター〉

上 尾 市 048−779−5525
朝 霞 市 048−465−0339
伊 奈 町 048−720−5911
入 間 市 04−2934−5350
小 鹿 野 町 0494−75−2605
小 川 町 0493−72−3448
桶 川 市 048−777−1920
越 生 町 049−292−7616
春 日 部 市 048−752−4747
加 須 市 0480−62−6490
神 川 町 0495−77−1769
上 里 町 0495−33−4231
川 口 市 048−256−1150
川 越 市 049−222−2075
川 島 町 049−297−0822
北 本 市 048−594−9906
行 田 市 048−556−5221
久 喜 市 0480−47−0237
熊 谷 市 048−536−8081
鴻 巣 市 048−569−3006
越 谷 市 048−967−4311
さいたま市 048−669−0303
坂 戸 市 049−283−5544
幸 手 市 0480−44−0774
狭 山 市 04−2935−4312
志 木 市 048−465−0339
白 岡 市 0480−92−3221
杉 戸 町 0480−31−1855
草 加 市 048−928−9211
秩 父 市 0494−22−4454
鶴 ヶ 島 市 049−285−8172
ときがわ町 0493−66−0220

所 沢 市 04−2928−8695
戸 田 市 048−434−0411
長 瀞 町 0494−66−0948
滑 川 町 0493−56−6348
新 座 市 048−481−4305
蓮 田 市 048−768−3110
鳩 山 町 049−296−6216
羽 生 市 048−563−3680
飯 能 市 042−973−6566
東 秩 父 村 0493−82−1238
東 松 山 市 0493−22−2245
日 高 市 042−985−5858
深 谷 市 048−573−3345
富 士 見 市 049−266−3001
ふじみ野市 049−266−3001
本 庄 市 0495−23−1356
松 伏 町 048−992−4333
三 郷 市 048−952−0866
美 里 町 0495−76−5430
皆 野 町 0494−62−4625
宮 代 町 0480−37−1353
三 芳 町 049−266−3001
毛 呂 山 町 049−294−7222
八 潮 市 048−995−5817
横 瀬 町 0494−25−0189
吉 川 市 048−982−7720
吉 見 町 0493−54−5787
寄 居 町 048−581−3451
嵐 山 町 0493−62−0726
和 光 市 048−465−0339
蕨 市 048−433−0962

埼玉県シルバー人材センター連合
（公益財団法人いきいき埼玉）
〒362−0812　埼玉県伊奈町内宿台６−26県民活動総合センター内
TEL 048−728−7841　FAX 048−728−2130


